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絶対価値を磨くために

――ではそのような自分の根本的な価値を、私たちは

どのように見出せばいいのでしょうか

　大切なのは多様性の中に身をおくことです。人と接

し、自分を別な角度で見直すことで、自分に対する自

信や価値観の幅を広げていくことが必要です。とくに

大学時代は、考えに考え抜いて、自分とは何なのかを

見極めていく大切な時間です。友達と付き合ったり、

海外に行ったりして、他と接触することで、改めて自

分を見直すことができる。時には恋愛も必要でしょう。

　様々な世界に触れて、いろんな刺激を得ながら、も

う一度自分をふりかえる。そういう他者との出会いに

よって、自分の中の根本的な価値を揺さぶられたりし

ながら、自分なりに自分の絶対価値を作り上げていく

ことができます。

イノベイティブな企業や人材が持つ 2つの価値

　企業には絶対価値と動的価値があります。絶対価値

とは、時代を越えて社会の中に存在する価値で、自分

たちが何のために存在しているかという企業の根本的

な理念です。それに対して動的価値は、社会に新鮮な

気づきを与えるもので、時代によって変わります。今

の言葉で言えば「イノベーション」に近いでしょうか。

企業は、何のために自分たちが存在しているのかとい

う絶対価値をふまえた上で、時代に応じた動的価値を

生み出していかなくてはなりません。

　これは、企業だけでなく、個人についても言えます。

「自分は何のために存在しているのか」「何をしたいの

か」「何が得意なのか」「世の中にどう貢献したいのか」、

それが個人の絶対価値で、そこにはその人の人間性が

現れてきます。各人が抱いているそのような根源的な

価値の上に、時代に則した動的価値を積み上げていく

ことで、社会全体に新しい価値が生まれてくるんです。

　「多様な人と出会いながら、自分の存在価値について深く掘り下げて考える。そういう大学生活を送って、

自分の価値観の根本的な部分を磨いて欲しい」

そう語るのは、経団連の副会長を務める石原邦夫さんだ。東京海上日動という大企業を相談役として支える石

原さんに、イノベイティブな人材が活躍するために、企業や社会、そして私たち一人ひとりがすべきことを聞

いた。

今回の企画は 2部構成です．次号に続きます．
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かもしれません。一人ひとり、個性のある友だちがい

て、ああ、こういうのもいいな、ああいうのもいいな

と周りの友達たちを見ることで、「じゃあ自分はどう

なのか」と自分なりに振り返ることができた。

　よく友達と飲みに行っていましたね。面白い人がた

くさんいるという点では、東大はきわめて恵まれた環

境です。でも、東大生だけでなく、他の大学や外国の

大学の人たちとも、社会人の人たちとも交流を深める

と良い。色々なことに挑戦して、自分の根本的な価値

を自分で見つけ出してください。

大学時代は、自分の根本的な存在理由について考えぬ
いて欲しい

　よく大学教育の議論などで、大学では会社で役に立

つものを教えるべきという意見がありますが、私はそ

うではなく、学生さんには、より根本的な自己の価値

を考えぬいて欲しいと思っています。大学時代は、そ

ういった自分の価値を深く掘り下げることのできる貴

重な時期です。大学教育は、自分の絶対価値を磨いた

り、大きくしたりする教育が行われればいいなと思い

ますね。

――就職活動が後ろ倒しになりました。研究や卒業論

文に没入しづらくなったという不満の声もありますが

　就活に関する広報活動や内定を遅らせようというの

は、大学生活をできるだけ充実したものにしてもらお

うという配慮でした。大学生活の早い段階から就職の

ことばかり考えて、大学の授業や交友関係などを疎か

にしないで欲しい、というのが今回の変更の本来の狙

いだったわけです。現実は変更の本来の目的と違って

いるかもしれませんし、賛否両論あると思いますけど

ね。

　学生さんにはできるだけ、企業の中では学べない、

色々なことを大学で勉強してもらいたい。私は保険会

社に入ったわけですが、大学時代に法学部で学んだこ

とが、必ずしも全て保険の仕事に直接役に立っている

とは言えない。物事の法学的な考え方、論理のベース

となるようなものを学びましたが、これは仕事に役に

立つものというより、より自分の根本的な価値、さっ

きの絶対価値に近いものだったと言えるのかもしれま

せんね。

　就活の先延ばしは、本来はそういう目的なんです。

大学生活の 4 年間、院にいけば 6 年間、吸収力のあ

るその貴重な時期は、自分の価値を深く掘り下げるた

めに使って欲しい。そういう経験は、会社に入って後

から振り返ると、とても貴重な経験になっているもの

です。

ファーストペンギンになれ

　これは日頃から言っていることですが、同じような

背広を着て、毎日同じような昼飯を食って、同じ時間

をずっと過ごしている金太郎飴のような状態で、新

しい価値を生み出そうなんていうのは土台無理な話で

す。周囲と調和する「良い子」になる必要はありません。

群れずに、突き抜けてください。そのためには、多様

性の中に身をおいて、色々な人と会い、色々な経験を

するといいでしょう。

　そして、“ ファーストペンギン ” になってください。

ペンギンはいくらお腹を空かせていても、誰も海に飛

び込まなければ、みんな、ただじっとしているそうで

す。しかし、群れの中の一匹が海に飛び込んで餌をと

ると、それを見て他のペンギンが一斉に海に飛び込む。

この勇気あるファーストペンギンがいないと群れは動

きません。

　最初に飛び込んだらシャチに食われるかもしれませ

ん。それでも、リスクを恐れず挑戦する、そんなファ

―ストペンギンのような人材になってください。

（取材・文　須田英太郎、　撮影　沢津橋紀洋）

※本企画は東京大学新聞オンラインとの共同企画で

す。
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■イベント告知
● 2015/07/15 (R2P)Global Design Lecture & 

Seminar: 「機械学習による変化検知」,「システムイン

テグレーターによるオープンソース戦略」

◇ (R2P) Global Design Lecture：「機械学習による変

化検知」

◇ (R2P) Global Design Seminar：「システムインテグ

レーターによるオープンソース戦略」

※ GCL コース生は、参加／不参加について事前登録

が必要です。

※本 Lecture の出席レポートは、GCL コース生２年次

選抜時の参考に使います。

※本講演は GCL コース生，情報理工学生以外も参加

いただけます。 

問い合せ先：GCL プロジェクトインキュベーション

機構  pim@gcl.i.u-tokyo.ac.jp 

● 2015/07/16 Global Design Seminar: 「アジアにお

けるものづくりの新しい胎動」

中国の賃金高騰など新しい変化を契機にしてものづく

り拠点についての見直しが起きている。本報告では、

日中の生産性格差の現状中国ものづくりの新しい動向

（品質重視、生産性向上、トヨタ生産方式の導入、機

械化など）アセアンの新しいものづくり拠点としての

カンボジアとミャンマーの可能性などについて実地調

査にもとづいて報告したい。

日程 : 2015 年 7 月 16 日（木）17:30 ～ 20:00

会場 : 東大「ものづくり経営研究センター」

催 : 東京大学大学院情報理工学系研究科 ソーシャル

ICT 研究センター

共催 : GCL プロジェクトインキュベーション機構／東

京大学ものづくり経営研究センター

参加費 : 学生無料

主催者案内 URL:http://merc.e.u-tokyo.ac.jp/shintaku/

comken/info.html

※参加ご希望の方は 2015 年 7 月 13 日（月）までに

参加ご希望の旨を akeyama@mmrc.e.u-tokyo.ac.jp へ

必ずお知らせください。

◆シンポジウム後には懇親会 ( 参加費 1000 円 ) の開

催を予定しております。聴講の皆様のご参加も歓迎致

します。

問い合わせ先 :akeyama@mmrc.e.u-tokyo.ac.jp　

連絡先 : 〒 113-8656 東京都文京区本郷 7-3-1

東京大学大学院経済学研究科経営教育研究センター


